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い
っ
た
声
も
出
て
い
る
。
令

和
六
年
度
に
お
い
て
も
、
令

和
五
年
度
同
様
、
有
田
市
地

域
活
性
化
商
品
券
の
継
続
発

行
を
ご
検
討
頂
き
、
市
内
中

小
零
細
企
業
を
ご
支
援
頂
き

た
い
。

（
回
答
）
令
和
五
年
度
に
本

市
で
実
施
し
て
い
る
商
品
券

事
業
に
つ
い
て
、
市
内
事
業

者
の
活
性
化
支
援
に
繋
が
っ

て
い
る
と
評
価
を
し
て
頂
い

て
い
る
こ
と
は
大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

物
価
高
騰
が
続
く
中
、
中

小
零
細
企
業
が
様
々
な
問
題

を
抱
え
、
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
る
こ
と
は
重
く
受
け

止
め
て
お
り
ま
す
。こ
の
間
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
発
生
に
は
じ
ま
り
、
社

会
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
遷
す

る
中
で
、
国
や
県
の
経
済
対

策
に
合
わ
せ
、
本
市
で
も

様
々
な
事
業
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

今、経営に悩みをかかえていませんか？商工会議所経営指導員が相談に応じます。
問い合わせ先:紀州有田商工会議所　ＴＥＬ:８３－４７７７

紀州有田商工会議所
相談及びセミナー参加ご希望の方は、当所までご連絡くださいＴＥＬ：８３－４７７７

２月５日㈪ ・１３日㈫
１９日㈪・２６日㈪

経営窓口相談
いずれも午後１時～３時
相談員　経営指導員

創業・融資・労務管理など
経営の諸問題についてご相談
をお受けします

２月１３日㈪
午後１時～３時

労 務 相 談
相談員　経営指導員

労働時間、就業規則、時間
外協定等労働に関する相談
及び各種助成金の相談

２月１３日㈫
午後１時～3時

金 融 相 談 会
場所：紀州有田商工会議所
相談員：日本政策金融公庫

担当者
運転資金が必要な方、設備
資金の必要な方はご相談く
ださい。

※詳しくは、商工会議所まで

２月１３日㈪・２６日㈪
いずれも午後１時～３時

記帳・税務相談
場所：紀州有田商工会議所
簡易帳簿、複式記帳の付け
方（パソコン会計含む）や
税務に関する相談をお受け
します。

２月１３日㈫
午後１時～３時

メンタルヘルス対策相談
場所：紀州有田商工会議所
相談員：村上 寿美子 氏
・職場のうつ病対策
・セクハラ、パワハラ
・メンタルヘルス教育研修
・求職者への職場復帰支援
・心の健康づくりに関するご相談
※専門の産業カウンセラーが相談

をお受けします。

２月１３日㈫
午後１時～３時

年金・助成金相談
場所：紀州有田商工会議所

相談員：村上寿美子
社会保険労務士

年金、助成金に関するご相談

窓口相談・セミナー等2月

紀州有田商工会議所
優 良 土 産 品

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
引
き
続
き
協
力
し
て
、

地
域
の
未
来
を
支
え
る
新
し

い
産
業
の
誘
致
の
た
め
、
活

動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
企
業
誘
致
に
係

る
優
遇
制
度
に
つ
い
て
は
、

他
市
町
村
の
事
例
等
も
参

考
に
し
な
が
ら
進
出
す
る

企
業
に
と
っ
て
本
当
に
必

要
な
制
度
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
企
業
の

具
体
的
な
お
声
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
ご
共
有
い
た

だ
き
た
い
所
存
で
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
・

人
口
増
加
対
策

・
中
心
市
街
地
活
性
化
に
向

け
た
取
り
組
み（
Ｊ
Ｒ
箕
島

駅
の
活
用
）に
つ
い
て

現
在
、
箕
島
南
北
道
路
の

建
設
に
伴
っ
て
計
画
道
路
に

面
す
る
建
物
の
撤
去
や
住
宅

建
設
が
始
ま
り
、
既
に
箕
島

南
北
道
路
沿
い
で
新
居
を
建

て
住
ま
わ
れ
て
い
る
方
も
お

ら
れ
る
。
中
心
市
街
地
で
あ

る
箕
島
地
域
の
活
性
化
を
進

め
る
う
え
で
、
こ
の
箕
島
南

北
道
路
の
建
設
は
大
き
な
機

会
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
機
会
を
活
用
し
街
の
活
性

化
を
図
る
対
策
の
一
つ
と
し

て
、
箕
島
南
北
道
路
沿
い
に

商
店
や
飲
食
店
が
出
店
し
、

ま
ち
の
賑
わ
い
を
創
出
し
て

い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
機
会
を
伸
ば
す
と
街
の

活
性
化
は
図
り
難
い
と
思
わ

れ
る
。
是
非
、
箕
島
南
北
道

路
の
建
設
を
契
機
に
街
の
活

性
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
頂

き
た
い
。

ま
た
、
当
商
工
会
議
所
で

は
令
和
五
年
七
月
に
中
心
市

街
地
活
性
化
検
討
会
を
立
ち

上
げ
、
Ｊ
Ｒ
箕
島
駅
を
中
心

と
し
た
中
心
市
街
地
の
活
性

化
策
な
ど
の
検
討
を
行
っ
て

い
る
。
ソ
フ
ト
面
で
は
、
地

域
の
若
手
経
営
者
等
に
よ

る
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ

い
て
の
検
討
を
重
ね
て
お

り
、
ハ
ー
ド
面
に
お
い
て
は

Ｊ
Ｒ
箕
島
駅
の
活
用
を
考
え

て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
お

い
て
も
、
行
政
に
対
し
て
は

駅
舎
の
貸
付
を
行
っ
て
い
る

旨
聞
い
て
い
る
。
是
非
、
箕

島
駅
の
駅
舎
を
活
用
し
て
、

み
か
ん
駅
へ
の
改
装
等
を
は

じ
め
、
地
場
産
業
等
の
情
報

発
信
お
よ
び
市
民
・
市
内
中

高
生
の
集
え
る
場
所
を
創
造

し
、
ま
ち
の
活
性
化
、
Ｊ
Ｒ

乗
降
客
増
加
対
策
に
繋
が
る

施
設
設
置
に
つ
い
て
ご
検
討

賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

（
回
答
）
本
市
と
し
ま
し
て

も
、
紀
勢
本
線
活
性
化
協
議

会
を
通
し
て
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本

和
歌
山
支
社
へ
、
利
便
性
向

上
に
向
け
た
要
望
を
毎
年

行
っ
て
お
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
駅

舎
等
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
日
常
生
活
の
使
用
の

み
に
留
ま
ら
ず
、
有
和
中
学

校
の
通
学
利
用
に
よ
り
、
乗

〇
日
時

令
和
六
年
二
月
十
四
日
㈬

十
三
時
～
十
五
時

〇
場
所

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

四
階　

相
談
室

〇
相
談
員

河
原
貴
博
司
法
書
士
事
務
所

　

河
原
貴
博　

氏

〇
相
談
料
：
無
料

〇
相
談
内
容

当
商
工
会
議
所
は
、
令
和

五
年
分
所
得
税
、
贈
与
税
、

譲
渡
税
及
び
消
費
税
等
の
確

定
申
告
相
談
窓
口
を
二
月
一

日
（
木
）
か
ら
設
置
し
て
い

ま
す
。

設
置
期
間
は
、
三
月
十
一

月
日
（
月
）
ま
で
。
（
消
費

税
は
三
月
二
十
五
日
（
月
）

ま
で
）
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ

る
申
告
の
相
談
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
登
録
に
つ
い
て
の
相

談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
五
年
分確定

申
告
相
談
窓
口
を
設
置

第
二
十
九
回
労
働
安
全
衛
生
大
会

長峰山脈を眺めながら流るる有田川。近く聞こえるのは黒潮のさざ波。
自然豊かなこの有田で人々が培ってきた「いいもの、いっぴんありだもの」
その品々を未来に引き継いでいくために紀州有田商工会議所では、特色・生
産加工技術・品質・意匠・包装など特に優れた産品を「優良土産品」として
認定・推奨しています

■
商
工
業
の

育
成
発
展
の
取
組
み

・
物
価
高
騰
、
円
安
等
に
対

す
る
事
業
者
支
援
に
つ
い
て

令
和
五
年
度
に
お
い
て
、

物
価
高
騰
に
よ
り
負
担
増
と

な
る
市
民
の
生
活
応
援
や
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
た

市
内
事
業
所
の
経
済
活
動
の

活
性
化
支
援
と
し
て
「
有
田

市
地
域
活
性
化
商
品
券
」
を

発
行
し
て
頂
き
、
市
内
中
小

零
細
事
業
者
に
お
い
て
は
顧

客
増
、
売
上
の
回
復
に
繋
が

り
非
常
に
喜
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
原
材
料
費
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
等
で

コ
ス
ト
増
が
続
く
中
、
賃
上

げ
対
応
に
必
要
な
価
格
転
嫁

も
十
分
に
行
え
て
い
な
い
こ

と
や
人
手
不
足
な
ど
、
多
く

の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
中

小
零
細
企
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
依
然
と
し
て
厳
し
さ
が

増
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
事
業
を
継
続
で
き
な
い
と

ス
感
染
症
の
五
類
以
降
な
ど

社
会
情
勢
が
変
化
し
続
け
る

中
で
、
国
や
県
の
施
策
も
注

視
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
本

市
の
経
済
政
策
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

・
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
㈱
和
歌
山
製

造
所
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

の
推
進
、
企
業
誘
致
に
つ
い
て

「
和
歌
山
製
油
所
エ
リ
ア

の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
」の
中
間
取
り
ま
と
め
が
、

令
和
五
年
九
月
五
日
に
発
表

さ
れ
、
和
歌
山
製
油
所
エ
リ

ア
は
、
石
油
基
地
か
ら
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
先
導

す
る
Ｇ
Ｘ
モ
デ
ル
地
区
を
目

指
す
、
未
来
環
境
供
給
基
地

と
し
て
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
」と「
地

域
経
済
へ
の
貢
献
」
を
図
る

と
の
発
表
が
あ
っ
た
。

そ
の
中
で
、
次
世
代
エ
ネ

ル
ギ
ー
創
造
ゾ
ー
ン
で
は
、

持
続
可
能
な
航
空
燃
料
（
Ｓ

Ａ
Ｆ
）
の
製
造
や
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
次
世
代

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
造
し
供

給
す
る
ゾ
ー
ン
と
し
て
活

用
。
新
産
業
創
出
ゾ
ー
ン
で

は
、Ｇ
Ｘ
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
に
貢
献
す
る

企
業
な
ど
を
誘
致
し
、
石
油

に
代
わ
る
新
た
な
産
業
を
創

出
す
る
ゾ
ー
ン
と
し
て
活
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

市
当
局
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
雇
用
と
市
内
経
済
の
活

性
化
の
た
め
に
も
、
こ
の
趣

旨
に
添
い
、
Ｇ
Ｘ
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
関
連
す

る
有
力
な
産
業
、
企
業
の
誘

致
に
向
け
県
と
連
携
し
、
優

遇
制
度
等
を
示
し
、
積
極
的

に
推
進
し
て
頂
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
回
答
）
企
業
誘
致
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

や
県
と
も
情
報
共
有
し
つ

つ
、
本
市
に
と
っ
て
有
益
と

な
る
よ
う
な
企
業
誘
致
に
取

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
和
歌
山
県
知

財
総
合
支
援
窓
口
で
は
、
中

小
企
業
等
の
特
許
・
商
標
等

の
知
的
財
産
に
関
す
る
悩
み

や
課
題
な
ど
の
相
談
に
応
じ

る
た
め
、
担
当
者
が
様
々
な

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
当
商
工
会
議
所
に

お
い
て
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
事
前
に
ご
予
約
の
上
お

越
し
く
だ
さ
い
。

〇
日
時
：
令
和
六
年
二
月

十
五
日
㈭

十
三
時
三
十
分
～
十
六
時

　

三
十
分

〇
場
所
…
紀
州
有
田
商
工
会

議
所

〇
相
談
員
…
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
和

歌
山
県
知
財
総
合
支
援
窓

口
担
当
者

〇
費
用
…
無
料

〇
予
約
・
問
…
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ

和
歌
山
県
知
財
総
合
窓
口

☎
〇
七
三
│
四
八
八
│

三
二
五
六
ま
で
事
前
予
約
お

願
い
し
ま
す
。

商
標
・
特
許
・
意
匠
な
ど
知
財
相
談
会

～
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
和
歌
山
県
知
財
総
合
支
援
窓
口
～

国
が
運
営
す
る
公
的
相
談

窓
口「
和
歌
山
県
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で

は
、
事
業
承
継
に
つ
い
て
の

出
張
相
談
会
を
以
下
の
日
程

で
開
催
。

◎
こ
ん
な
相
談
ご
ざ
い
ま
せ

ん
か
？

・
後
継
者
が
い
な
い
、
誰

か
に
引
継
い
で
も
ら
い
た

い
、
従
業
員
に
会
社
を
任

せ
た
い
、
子
ど
も
が
後
を

継
い
で
く
れ
る
が
手
続
き

が
分
か
ら
な
い
、
経
営
者

保
証
が
問
題
等

〇
開
催
日（
毎
月
第
四
水
曜
）

令
和
六
年
二
月
二
十
八
日
㈬

十
三
時
～
十
六
時

※
秘
密
厳
守
、
相
談
無
料

〇
申
込
・
問

和
歌
山
県
事
業
承
継
・
引

継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
〇
七
三
│

四
九
九
│
五
二
二
一

事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

出
張
相
談
会
の
ご
案
内

当
商
工
会
議
所
で
は
、
労

働
災
害
を
な
く
す
た
め
労
務

管
理
や
労
働
安
全
衛
生
事
業

の
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

今
般
、
そ
の
事
業
と
一
環
と

し
て
第
二
十
九
回
労
働
安
全

衛
生
大
会
を
開
催
す
る
。

・
日
時
：
令
和
六
年
二
月
七

日
㈬　

十
三
時
三
十
分
～

十
五
時
三
十
分

・
場
所
：
紀
州
有
田
商
工
会

議
所　

六
階
ホ
ー
ル

・
内
容

⑴
特
別
講
話

テ
ー
マ
「
労
働
災
害
の
現

状
と
対
策
」

講
師
：
御
坊
労
働
基
準
監

督
署　

署
長　

出
口
隆
氏

⑵
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
に
つ
い
て
」

講
師
：
社
会
保
険
労
務
士 

村
上
寿
美
子
氏

⑶
安
全
衛
生
事
業
所
表
彰

〇
申
込
・
問

☎
〇
七
三
七
│

八
三
│
四
七
七
七

十
月
十
五
日
～
十
二
月

十
五
日
の
期
間
に
、
実
施
し

ま
し
た
「
Ｂ
ｕ
ｙ 

Ｌ
ｏ
ｃ
ａ

ｌ 

Ａ
ｒ
ｉ
ｄ
ａ
２
０
２
３
」

へ
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
、

抽
選
会
へ
の
ご
応
募
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
特

賞
に
当
選
者
さ
れ
た
方
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

・
赤
松
千
津
子 

様

・
石
井
照
弘 

様

ご
当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

Ｂ
ｕ
ｙ 

Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ 

Ａ
ｒ
ｉ
ｄ
ａ

２
０
２
３　
抽
選
会
特
賞
当
選
者
発
表

当
商
工
会
議
所
と
和
歌
山

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
が
連
携

し
、
出
張
相
談
会
や
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

各
月
の
相
談
内
容
、
セ
ミ

ナ
ー
内
容
に
つ
い
て
は
以
下

の
と
お
り
。

事
前
予
約
制
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
相
談
を
希
望

さ
れ
る
方
は
商
工
会
議
所
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
二
月
開
催
分

（
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
）

令
和
六
年
二
月
十
四
日
㈬

・
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
：

十
三
時
～
十
四
時

・
内
容
：
今
治
タ
オ
ル
に
学

ぶ
ブ
ラ
ン
ド
ス
ト
ー
リ
ー
の

作
り
方

・
担
当
：
和
歌
山
県
よ
ろ
ず

支
援
拠
点
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー　

横
山
精
光 

氏

・
個
別
相
談
会
：

十
四
時
～
十
六
時

〇
三
月
開
催
分
（
相
談
会
）

令
和
六
年
三
月
十
四
日
㈬ 

十
三
時
～
十
六
時

※
各
枠
一
時
間

・
内
容
：
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

関
連

○
問
：
紀
州
有
田
商
工
会
議
所

☎
〇
七
三
七
│

八
三
│
四
七
七
七

紀
州
有
田
商
工
会
議
所
＆
和
歌
山
県

よ
ろ
ず
支
援
拠
点　

経
営
相
談
会
＆
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
ご
案
内

小
規
模
事
業
者
が
、
商
工

会
議
所
・
商
工
会
の
助
言
等

を
受
け
て
経
営
計
画
を
作
成

し
、
そ
の
計
画
に
沿
っ
て
地

道
な
販
路
開
拓
等
に
取
り
組

む
費
用
が
補
助
さ
れ
る
「
小

規
模
事
業
者
持
続
化
補
助

金
」
の
公
募
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

○
補
助
金
の
採
否
に
つ
い

て
は
経
営
計
画
の
適
切
性

や
補
助
事
業
計
画
の
有
効

性
な
ど
の
観
点
か
ら
審
査

さ
れ
ま
す
。

○
補
助
上
限
額
：

五
十
万
円
～
二
〇
〇
万
円

※
通
常
枠
で
の
補
助
上
限

は
五
十
万
円
で
す
が
、
賃

金
引
上
げ
枠
、
卒
業
枠
、

創
業
枠
、
イ
ン
ボ
イ
ス
特

例
の
特
別
枠
申
請
要
件
を

満
た
す
場
合
は
補
助
上
限

が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

○
補
助
対
象
：
店
舗
改
装
、

広
告
掲
載
、
展
示
会
出
展
費

用
な
ど

○
補
助
対
象
者
：
商
工
会
議

所
の
管
轄
地
区
内
で
事
業
を

営
ん
で
い
る
小
規
模
事
業
者

○
応
募
受
付
締
切

・
第
十
五
回
：
三
月
十
四
日
㈭

○
申
請
を
検
討
さ
れ
る
方　

は
紀
州
有
田
商
工
会
議
所
へ

二
月
二
十
二
日
㈭
ま
で
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。　
　

〇
問
…
紀
州
有
田
商
工
会
議
所

☎
〇
七
三
七
│

八
三
│
四
七
七
七

有
田
市
長
と
の
懇
談
会
を
開
催

当
商
工
会
議
所
（
川
端
隆
也
会
頭
）
は
、
令
和
六
年
一
月
二
十
四
日
㈬
に
有
田
市

長
と
の
懇
談
会
を
開
催
。
十
一
月
二
十
四
日
に
提
出
し
て
い
た
有
田
市
へ
の
要
望
の

回
答
を
基
に
懇
談
を
行
っ
た
。
以
下
、
要
望
へ
の
回
答
の
一
部
を
報
告
す
る
。

降
客
数
の
増
加
に
寄
与
し
て

い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
箕
島
駅
と
そ
の
周

辺
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、
ま

ち
の
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
貴
商
工
会
議

所
や
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
協
議
し

な
が
ら
、
地
域
の
住
民
が
誇

れ
る
箕
島
駅
を
目
指
し
て
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
観
光
客
誘
致
対
策

・
有
田
ふ
る
さ
と
う
ま
い
も

ん
ま
つ
り
へ
の
協
力
、
及
び

参
加
要
請（
消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
等
）

有
田
ふ
る
さ
と
う
ま
い
も

ん
ま
つ
り
は
、
市
民
お
よ
び

市
外
の
方
々
を
対
象
に
「
有

田
の
食
」
を
テ
ー
マ
に
現
在

ま
で
に
二
十
一
回
開
催
、
市

民
祭
り
と
し
て
定
着
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
令
和
五
年
度

は
、
ふ
る
さ
と
の
川
総
合
公

園
南
側
河
川
敷
で
開
催
し
ま

し
た
が
、
令
和
六
年
度
は
Ｂ

Ｉ
Ｇ
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ 

Ｐ
Ａ
Ｒ

Ｋ
で
の
開
催
も
視
野
に
入

れ
、
今
後
検
討
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

市
当
局
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
会
場
確
保
に
つ
い
て
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
と
共

に
、
多
く
の
方
に
ご
来
場
い

た
だ
く
た
め
に
も
、
消
防

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
と
の

同
時
開
催
な
ど
、
よ
り
充
実

し
た
市
民
参
加
の
祭
り
と
し

て
い
き
た
く
、
ご
検
討
い
た

だ
き
た
い
。

（
回
答
）
有
田
ふ
る
さ
と
う

ま
い
も
ん
ま
つ
り
に
つ
い
て

は
、
貴
商
工
会
議
所
が
主
体

と
な
っ
て
有
田
市
の
食
を
十

分
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
市

と
し
ま
し
て
も
引
き
続
き
協

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

一
方
、
開
催
地
や
他
の
行

事
と
の
同
時
開
催
に
つ
い
て

は
、
本
イ
ベ
ン
ト
の
食
と
い

う
テ
ー
マ
を
踏
ま
え
ま
す

と
、
箕
島
漁
港
の
「
浜
の
う

た
せ
」
な
ど
、
他
に
親
和
性

の
高
い
候
補
も
あ
る
か
と
考

え
ま
す
の
で
、
ご
検
討
い
た

だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

相
続
、
売
買
等
登
記
・
後

見
・
遺
言
等
「
司
法
書
士

業
務
全
般
」

※
参
考
に
な
る
資
料
が
あ
れ

ば
、当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

〇
申
込

ご
希
望
の
方
は
紀
州
有
田

商
工
会
議
所
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

☎
〇
七
三
七
│

八
三
│
四
七
七
七

無
料
登
記
相
談
の
ご
案
内

【
お
問
合
せ
】

　
和
歌
山
香
醸

　
　
和
歌
山
県
有
田
市
下
中
島
三
五
︱
一

　
　
〇
七
三
七
︱
八
八
︱
五
七
七
五

今　月　の
優良土産品 和歌山香醸 熊野古道のかほり

和
歌
山
香
醸
は
有
田
市
下
中
島
で
仏
用
線
香
や
お
香

の
製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
商
品
で
あ
る
線
香 

“
熊
野

古
道
の
か
ほ
り
”
が
優
良
土
産
品
と
し
て
認
定
さ
れ

て
い
る
。

熊
野
古
道
の
か
ほ
り
に
は
「
杉
」「
木
漏
日
」「
そ
よ

風
」
の
三
種
類
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
資
源
の
杉
の
端

材
を
活
用
し
て
い
る
。

「
杉
」
は
杉
の
木
々
の
た
た
ず
ま
い
を
さ
わ
や
か
な

香
り
で
表
現
。「
そ
よ
風
」
は
杉
木
立
に
吹
く
心
地
よ

い
風
を
柑
橘
の
香
り
で
表
現
し
、「
木
漏
日
」
は
ふ
り

そ
そ
ぐ
陽
の
光
を
穏
や
か
な
花
の
香
り
で
表
現
し
て
い

る
。
気
分
に
合
わ
せ
て
、
香
り
を
使
い
分
け
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
、“
熊
野
古
道
”
を
連
想

さ
せ
る
八
咫
烏
の
足
跡
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
お
り
、
和

歌
山
の
お
土
産
と
し
て
も
最
適
で
、
熊
野
古
道
周
辺
の

土
産
品
販
売
所
で
の
販
売
も
行
っ
て
い
る
。

法　律　相　談

開催日：令和６年２月21日㈬

時　間：13時00分～16時00分
（各相談30分）

相談員：山口　修 弁護士

相談料無料、事前申込（先着順）

申込：紀州有田商工会議所

☎0737-83-4777

紀州有田商工会議所職員募集

・募集人数　１名　　
・職　　種　事業所の経営・経理等の相談指導
・年　　齢　１８～３５歳
・応募受付　令和６年２月９日（金）まで
・試  験  日　２月下旬
・試験内容　適性検査、面接
・待　　遇　給与、その他については商工会議所の規定による
・資　　格　高校卒以上、簿記３級（入所後取得可能な方）

及び普通免許（AT可）取得者、パソコン操
作のできる方

・応募に必要な書類及び提出先
履歴書と卒業証明書又は卒業証書の写しを紀
州有田商工会議所まで持参または郵送ください。

紀州有田商工会議所　4階事務所窓口に
「令和6年能登半島地震」に係る災害義援金の
募金箱を設置しております。
皆様の温かいご支援、ご協力をよろしくお願い
いたします。



　　紀州有田商工ニュース　《市民版》（第 6 6 0 号）　 令和 6年 2月 1日（毎月 1日発行）

和歌山市加納町 37 （大浦街道）

TEL/FAX 073（426）7807 
営業 １１：００～１７：００ 
定休日 木曜・日曜・祝日

■見積無料    
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（2）

市
民
の
窓

新
年
そ
う
そ
う
悲
し
い

ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

「
地
震
」
南
海
ト
ラ
フ
そ
な

え
て
い
き
た
い
で
す
。
明
る

く
活
気
の
あ
る
年
に
な
り
ま

す
よ
う
に
。

（
箕
島　

Ｐ
Ｎ
：
み
っ
ち
ゃ

ん
さ
ん
）

◆

神
社
で
は
た
く
さ
ん
の
参

拝
者
が
み
ら
れ
穏
や
か
な
正

で
引
退
と
な
り
ま
し
た
。
乗

車
し
た
当
日
は
引
退
日
の
２

週
間
ほ
ど
前
で
あ
り
、
こ
ん

な
に
快
適
で
き
れ
い
な
車
両

な
の
に
残
念
、
と
思
い
な
が

ら
最
後
の
お
別
れ
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

最
近
は
鉄
道
関
係
の
友
人

が
増
え
て
き
て
、
貸
し
切
り

列
車
の
お
誘
い
を
受
け
る
機

会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
通

常
は
走
ら
な
い
ル
ー
ト
を

走
っ
た
り
、
ロ
ン
グ
シ
ー
ト

の
通
勤
電
車
で
食
事
や
お
酒

を
楽
し
ん
だ
り
と
、
普
段
の

電
車
で
は
決
し
て
で
き
な
い

体
験
が
で
き
る
の
が
貸
し
切

り
列
車
の
醍
醐
味
（
だ
い
ご

み
）
で
す
。

「
電
車
を
貸
し
切
る
の
は

大
変
だ
よ
ね
」
と
友
人
に
尋

ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
今
回
の

よ
う
に
大
が
か
り
で
な
く
て

も
、
人
数
さ
え
そ
ろ
え
ば
、

観
光
バ
ス
と
同
じ
よ
う
に
貸

し
切
り
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
特
に
、
地
方
鉄
道

は
貸
し
切
り
が
し
や
す
い
よ

う
で
す
。
検
索
し
て
み
る
と
、

関
東
鉄
道
や
富
山
地
方
鉄
道
、

高
松
琴
平
電
気
鉄
道
な
ど
、

自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
貸

し
切
り
列
車
の
情
報
を
載
せ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

車
内
で
飲
食
で
き
、
持
ち

込
み
も
可
能
で
す
。
飲
み
放

先
日
、
貸
し
切
り
列
車
に

乗
っ
て
き
ま
し
た
。
乗
車
し

た
の
は
、
小
田
急
ロ
マ
ン
ス

カ
ー
「
Ｖ
Ｓ
Ｅ
」
で
す
。
白

い
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
と
し
て
知

ら
れ
て
お
り
、
箱
根
に
向
か

う
看
板
特
急
で
す
。
２
０
０

５
年
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
比
較

的
新
し
い
電
車
で
す
が
、
特

殊
な
装
置
が
多
く
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
が
難
し
い
た
め
、
２
０

２
３
年
12
月
に
わ
ず
か
18
年

題
が
あ
っ
た
り
、
お
弁
当
の

手
配
を
し
て
く
れ
た
り
す
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
バ
ス

と
違
っ
て
車
内
の
移
動
が
自

由
な
の
で
、
い
ろ
ん
な
座
席

を
回
っ
て
話
せ
る
の
も
い
い

で
す
ね
。
青
森
を
走
る
弘
南

鉄
道
で
は
、
電
車
の
床
に
畳

を
敷
い
た
お
座
敷
列
車
が
運

行
さ
れ
ま
す
。

料
金
も
、
乗
車
区
間
の
運

賃
を
車
両
の
定
員
分
支
払
え

ば
貸
し
切
れ
る
場
合
が
多
く
、

普
段
の
飲
み
会
の
金
額
＋
α

程
度
で
楽
し
め
ま
す
。
そ
の

中
で
も
路
面
電
車
は
小
さ
い

車
両
１
両
だ
け
で
走
る
の
で
、

少
な
い
人
数
で
手
頃
な
価
格

に
な
っ
て
い
ま
す
。

職
場
の
仲
間
と
の
宴
会
や
、

サ
ー
ク
ル
の
パ
ー
テ
ィ
ー
な

ど
人
数
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト

が
あ
れ
ば
、
貸
し
切
り
列
車

の
利
用
は
お
勧
め
で
す
。
周

り
の
人
を
気
に
せ
ず
、
み
ん

な
で
に
ぎ
や
か
に
で
き
ま
す

し
、
移
り
変
わ
る
景
色
を
眺

め
な
が
ら
楽
し
め
る
の
は
、

店
で
は
味
わ
え
な
い
思
い
出

に
な
り
ま
す
。
普
段
、
鉄
道

を
あ
ま
り
使
わ
な
い
人
も
、

ぜ
ひ
貸
し
切
り
列
車
に
乗
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
地
域
に

と
っ
て
重
要
な
鉄
道
の
良
さ

を
、
改
め
て
感
じ
ら
れ
て
い

い
で
す
よ
。
鉄
道
を
利
用
し

て
残
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

も
、
地
域
経
済
の
基
盤
と
し

て
大
切
で
す
。

春
に
は
、
満
開
の
桜
を
貸

し
切
り
列
車
の
車
窓
か
ら
花

見
を
す
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

た
だ
、
ト
イ
レ
が
な
い
車
両

が
多
く
ト
イ
レ
休
憩
の
時
間

ま
で
待
た
な
い
と
い
け
な
い

の
で
、
飲
み
過
ぎ
に
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

気
象
予
報
士
兼
税
理
士

藤
富　

郷

気
象
予
報
士
、
税
理
士
。

埼
玉
県
三
郷
市
生
ま
れ
。
早

稲
田
大
学
大
学
院
理
工
学
研

究
科
修
了
。
大
学
院
在
学
中

に
気
象
予
報
士
に
登
録
。
日

本
テ
レ
ビ
「
ス
ッ
キ
リ
」
に

気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
出

演
し
な
が
ら
税
理
士
試
験
に

合
格
し
、
２
０
１
６
年
に
開

業
。
21
年
に
越
谷
税
務
署
長

表
彰
受
賞
。
趣
味
の
鉄
道
で

は
、
鉄
道
イ
ベ
ン
ト
出
演
や

時
刻
表
、
鉄
道
模
型
雑
誌
に

コ
ラ
ム
を
寄
稿
。
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
や
ダ
ム
に
も
造
詣
が

深
く
、“
複
業
”
と
し
て
得

意
を
組
み
合
わ
せ
て
幅
広
く

活
躍
中
。
地
元
の
「
三
郷
市

Ｐ
Ｒ
大
使
」
を
務
め
る
な
ど
、

地
域
と
の
関
わ
り
も
深
め
て

い
る
。

※
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
ま
た
は

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
ア
リ
ッ
サ
の
お
は
な
し
か
い

（
乳
幼
児
～
就
園
前
く
ら
い
）

・
日
時
：
二
月
一
日
㈭

午
前
十
時
三
十
分
～

・
内
容
：
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

◆
水
曜
映
画
会

・
日
時
：
二
月
十
四
日
㈬

午
後
二
時
～

・
内
容
：
ス
ト
ー
リ
ー
・
オ
ブ
・

マ
イ
ラ
イ
フ　

わ
た
し
の
若

草
物
語
（
約
一
三
五
分
）

・
定
員
：
六
十
名
程
度

◆
ダ
グ
ラ
ス
の
お
は
な
し
会

・
日
時
：
二
月
十
七
日
㈯

午
後
二
時
～

・
内
容
：
絵
本
等
の
読
み
聞
か
せ

◆
有
田
市
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
さ
さ
や
き
」
お
は
な
し
会

・
日
時
：
二
月
二
十
四
日
㈯

午
前
十
時
三
十
分
～

・
内
容
：
絵
本
等
の
読
み
聞
か
せ

◆
有
田
市
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
さ
さ
や
き
」
朗
読
会

・
日
時
：
二
月
二
十
八
日
㈬

午
後
一
時
三
十
分
～

・
内
容
：
大
人
向
け
の
朗
読
を

し
ま
す

◆
読
聴
読
聴
音
読
会

・
日
時
：
二
月
二
十
八
日
㈬

午
後
二
時
～

・
内
容
：
声
を
出
し
て
脳
を
活

性
化

・
定
員
：
八
名

※
申
込
み
受
付
中

◆
あ
か
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
（
毎
週

木
曜
）
午
前
中

　

二
月
一
日
、
八
日
、
十
五
日
、

　

二
十
二
日

二
月
の
図
書
館
休
館
日

毎
週
火
曜
日
と
、
図
書
整
理

日
の
二
月
二
十
九
日
（
木
）

図
書
整
理
日
は
、
毎
月
末
日
。

末
日
が
火
曜
・
土
曜
・
日
曜
・

祝
日
の
場
合
は
、
そ
の
前
日

【
問
】
図
書
館　

☎
八
二
―
三
二
二
〇

気象予報士×税理士  藤富郷の

「貸し切り列車のすすめ」

クラウドな話
月
気
分
の
中
、
北
陸
で
の
災

害
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
一

日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

（
野　

PN
：
ピ
ー
ち
ゃ
ん
さ
ん
）

◆

年
も
九
十
を
過
ぎ
る
と

書
く
漢
字
が
分
か
ら
な
く

な
っ
て
き
て
不
自
由
な
こ

と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
近
所
を
歩
く
こ

と
も
ツ
エ
を
つ
い
て
歩
け

と
「
よ
め
と
む
す
め
」
に

言
わ
れ
て
し
か
た
な
く
実

行
し
て
い
ま
す
。

（
山
田
原　

伊
藤
萬
三
さ
ん
）

◆

色
々
な
イ
ベ
ン
ト
興
味

深
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り

も
興
味
深
い
の
が
、「
紙
上

名
刺
交
換
」
で
面
識
の
あ

る
方
の
名
前
を
見
る
こ
と

で
「
そ
う
だ
、
有
田
市
に

は
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
だ
」

と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

（
糸
我
町　

宮
井
典
子
さ
ん
）

◆

有
田
に
た
く
さ
ん
の
物
産

が
あ
り
ま
す
こ
と
に
気
づ
か

せ
て
頂
き
ま
す
。
物
産
展
に

行
か
せ
て
頂
い
て
魅
力
を
見

つ
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
港
町　

Ｓ
・
Ｋ
さ
ん
）

◆

子
ど
も
の
頃
お
正
月
に

は
家
族
と
一
緒
に
「
か
る

た
と
り
」
を
し
た
思
い
出

で
あ
り
ま
す
。
今
年
も
健

康
で
過
ご
し
た
い
で
す
。

（
箕
島　

Ｅ
・
Ｋ
さ
ん
）

☆
応
募
要
項

○
応
募
締
め
切
り
＝

二
月
十
日
（
消
印
有
効
）

○
発
　
表
＝
三
月
号
で

○
官
製
は
が
き
に
二
月
号
と

明
記
の
う
え
二
月
号
で
良
か

っ
た
記
事
・
感
想
・
市
内
の

ニ
ュ
ー
ス
等
と
お
答
え
を
書

い
て
下
さ
い
。
投
稿
い
た
だ

い
た
感
想
の
中
か
ら
趣
旨
を

変
え
な
い
範
囲
で
添
削
や
割

愛
し
て
「
市
民
の
窓
」
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
匿
名
希
望
も
可
）

○
あ
て
先
＝

〒
６
４
９
―
０
３
９
８

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

『
商
工
ニ
ュ
ー
ス
パ
ズ
ル
係
』

○
応
募
は
が
き
に
は
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢
を

は
っ
き
り
書
い
て
下
さ
い
。

○
賞　

品
＝
一
月
～
六
月
号

を
対
象
に
抽
選

◎
一
月
号
の
正
解
は
「
歌
留

多
」
で
し
た
。

銀 系 識

童 恩 A

C 物 袋

本 作 質

漢 用 心

上 B 代

言 恵 知 地 巻

時 河 狂 絵 名

方

答 …
A B C

リ
ス
ト
か
ら
漢
字
を
選
び
、
空
い
た
マ
ス

を
埋
め
て
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
完
成
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

ひ
と
つ
の
文
字
は
１
回
し
か
使
え
ま
せ
ん
。

最
後
に
、
Ａ
～
Ｃ
の
マ
ス
に
入
る
漢
字
で
で

き
る
三
字
熟
語
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。

漢

詰
字

め
ク
ロ
ス

■
確
定
申
告期

限
の
お
知
ら
せ

・
申
告
所
得
税
及
び
復
興
特

別
所
得
税
の
申
告
・
納
期

限
…
三
月
十
五
日
㈮

・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）
の
申
告
・

納
期
限
…
四
月
一
日
㈪

・
贈
与
税
の
申
告
・
納
期
限

…
三
月
十
五
日
㈮

■
便
利
な
納
付
方
法
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
税
の
納
付
は
、
口
座

振
替
に
よ
る
納
付
、
ダ
イ

レ
ク
ト
納
付
、
ス
マ
ホ
ア

☆
二
月
二
日
…
正
副
会
頭
会

☆
二
月
五
日
…
広
報
委
員
会

☆
二
月
七
日
…
第
二
十
九
回

労
働
安
全
衛
生
大
会

☆
二
月
二
十
二
日
…
日
商
珠

算
検
定

☆
二
月
十
六
日
…
常
議
員
会

☆
二
月
二
十
日
…
小
規
模
振

興
委
員
会

☆
二
月
二
十
二
日
…
工
業
部

会
役
員
会

☆
二
月
二
十
五
日
…
日
商
簿

記
検
定
試
験

三
月
一
日
㈮
か
ら
三
月
七

日
㈭
ま
で
の
一
週
間
、
全
国

で
春
の
火
災
予
防
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

住
宅
防
火
　

い
の
ち
を
守
る
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

（
三
つ
の
習
慣
・
四
つ
の
対
策
）

三
つ
の
習
慣

一　

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や

め
る
。

二　

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や

す
い
も
の
か
ら
離
れ
た

位
置
で
使
用
す
る
。

三　

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の

そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、

必
ず
火
を
消
す
。

四
つ
の
対
策

一　

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め

に
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
す
る
。

二　

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー

テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を

使
用
す
る
。

三　

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に

消
す
た
め
に
、
住
宅
用

消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

四　

お
年
寄
り
や
身
体
の
不

自
由
な
人
を
守
る
た
め

に
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る
。

あ
り
だ
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ド

会
は「
と
く
得
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

の
抽
選
会
を
一
月
十
二
日
㈮

に
実
施
し
た
。

期
間
中
に
七
七
七
枚
の
応

募
が
あ
り
、
厳
選
な
抽
選
の

結
果
、
南
村
さ
つ
き
様
他

三
二
七
名
が
当
選
し
た
。

和
歌
山
ビ
ッ
グ
ホ
エ
ー
ル

で
行
わ
れ
る
o
o
m
i
y
a 

p
r
e
s
e
n
t
s　

Ｔ
Ｇ
Ｃ 

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
２
０
２
４ 

ｂ
ｙ 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｇ
Ｉ
Ｒ
Ｌ
Ｓ 

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
有
田
市
民

会
館
（
紀
文
ホ
ー
ル
）
の
大

画
面
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
開
催
日
⋮
二
月
三
日
㈯

　

開
場
：
十
一
時
～

　

終
演
予
定
：
十
八
時
三
十
分

■
場
所
⋮
有
田
市
民
会
館

■
内
容

・
Ｔ
Ｇ
Ｃ
出
演
モ
デ
ル
に
よ

る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

プ
リ
を
利
用
し
た
納
付
な

ど
、
金
融
機
関
や
税
務
署

等
の
窓
口
に
行
く
必
要
が

な
い
、
非
対
面
の
「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
」
の
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
振
替
納
税
の
ご
案
内

納
税
に
は
、「
振
替
納
税
」

が
便
利
で
確
実
で
す
の
で
、

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
申
告
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
の
振
替
日

…
四
月
二
十
三
日
㈫

・
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
（
個
人
事
業
者
）
の
振

替
日
…
四
月
三
十
日
㈫

令
和
六
年
度
春
季
全
国
火

災
予
防
運
動
の
一
環
行
事
と

し
て
、
市
内
の
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
員
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー

ド
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、

車
両
等
の
通
行
の
際
に
は
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
雨
天
の
場
合
は
中

止
と
し
ま
す
。

尚
、
抽
選
結
果
は
各
応
募

い
た
だ
い
た
加
盟
店
よ
り
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

配
布
の
商
品
券
の
有
効
期
限

は
令
和
六
年
二
月
二
十
九
日

㈭
と
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
だ

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ド
加
盟
店
で

お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
十
二
時
～
十
二
時
三
十
分
）

・
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

（
十
二
時
四
十
五
分
～
十
三

時
二
十
分
）

・
Ｔ
Ｇ
Ｃ 

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ

Ｍ
Ａ
２
０
２
４
パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

（
十
三
時
三
十
分
～
十
八
時

三
十
分
）

■
入
場
無
料

※
来
場
の
際
に
は
、
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
主
催
⋮
Ｔ
Ｇ
Ｃ
和
歌
山
推

進
委
員
会

■
問
合
せ

　

有
田
振
興
局
企
画
振
興
課

　

☎
六
四
│
一
二
八
六

有
田
市
民
会
館
イ
ベ
ン
ト
案
内

生
涯
学
習
課
推
進
事
業

一
部

こ
ど
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

二
部
　

桂
吉
弥 

落
語
と
講
演
会

・
日
時
⋮
三
月
三
日
㈰

【
一
部
】

開
場
⋮
十
時
三
十
分　

開
演
⋮
十
一
時（
約
六
十
分
）

【
二
部
】

開
場
⋮
十
四
時

開
演
⋮
十
四
時
三
十
分

（
約
六
十
分
）

・
チ
ケ
ッ
ト
配
布
中

【
全
席
自
由
】

入
場
無
料
（
要
整
理
券
）

※
各
イ
ベ
ン
ト
ご
と
の
整

理
券
を
配
布
し
ま
す
。

※
予
定
枚
数
に
達
し
次
第
、

配
布
終
了
し
ま
す
。

・
配
布
場
所
⋮
市
民
会
館

こ
ど
も
オ
ペ
ラ
　
三
匹
の
こ
ぶ
た

・
日
時
⋮
三
月
二
十
四
日
㈰

開
場
⋮
十
四
時

精
神
障
害
者
の
職
場
雇

用
率
は
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
障
害
者
の
職

場
定
着
状
況
は
「
発
達
障

害
者
」「
知
的
障
害
者
」
は

比
較
的
安
定
し
て
い
ま
す

が
、
特
に
「
精
神
障
害
者
」

に
つ
い
て
は
定
着
が
困
難

な
方
が
多
い
状
況
で
す
。

今
回
、
特
に
精
神
障
害

者
の
職
場
定
着
に
焦
点
を

あ
て
、
基
本
的
な
知
識
や

職
場
で
の
対
応
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

開
催
日

■
和
歌
山
会
場

・
二
月
十
三
日
㈫

　

十
四
時
～
十
六
時

・
会
場

和
歌
山
商
工
会
議
所　

四
階
会
議
室

■
有
田
会
場

・
二
月
二
十
八
日
㈬

　

十
四
時
～
十
六
時

・
会
場

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

六
階
会
議
室

・
対
象

経
営
者
、
人
事
労
務
担

当
者
な
ど

・
講
師
⋮
山
本
大
輔
氏

  

（
一
般
社
団
法
人
ソ
ー

シ
ャ
ル
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
キ
ャ
リ
ア
・
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
協
会
会
員
、

臨
床
心
理
士
）

・
参
加
無
料

・
先
着
三
十
名
（
各
会
場
）

・
主
催
⋮
和
歌
山
労
働
局

・
問
合
せ
・
申
込

　

和
歌
山
県
経
営
者
協
会 

就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
〇
七
三
│

四
九
七
│
八
〇
〇
一

開
演
⋮
十
四
時
三
十
分

（
約
六
十
分
）

・
チ
ケ
ッ
ト
販
売
中

【
全
席
指
定
】　 

お
と
な
：
前
売
五
〇
〇
円

（
当
日
八
〇
〇
円
）

こ
ど
も
（
中
学
生
以
下
）：

前
売
三
〇
〇
円

（
当
日
五
〇
〇
円
）

※
〇
歳
か
ら
入
場
可
未
就

学
児
は
膝
上
に
限
り
鑑
賞

無
料
。（
た
だ
し
、
お
席
が

必
要
な
場
合
は
チ
ケ
ッ
ト

を
お
求
め
く
だ
さ
い
。） 

・
販
売
場
所
：
市
民
会
館

・
問
⋮
有
田
市
民
会
館

☎
八
二
│
二
六
二
六

湯
浅
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

有
田
市
消
防
本
部

二
〇
二
三
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
火
を
消
し
て 

不
安
を
消
し
て 

つ
な
ぐ
未
来
」

精
神
障
害
者
の

職
場
定
着
に
向
け
た
基
礎
知
識

と
く
得
プ
レ
ゼ
ン
ト
三
二
八
人
が
当
選

あ
り
だ
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ド
会

Ｔ
Ｇ
Ｃ 

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
２
０
２
４

Ｐ
Ｕ
Ｂ
Ｌ
Ｉ
Ｃ　

Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ　

㏌　

有
田

会
と
催
し

今
回
紹
介
す
る
「
な
か
た

に
フ
ァ
ー
ム
」
で
は
、
年

間
を
通
じ
て
多
様
な
農
作

物
の
栽
培
を
行
っ
て
い
る
。

主
に
栽
培
し
て
い
る
の

は
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、

じ
ゃ
が
い
も
、
と
う
も
ろ

こ
し
、
お
米
や
、
十
月
か

ら
翌
六
月
ま
で
の
期
間
に

は
四
種
類
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
の

栽
培
を
中
心
に
行
っ
て
い

る
。な

か
た
に
フ
ァ
ー
ム
の

こ
だ
わ
り
と
し
て
、
栽
培

期
間
中
農
薬
不
使
用
に
努

め
て
い
る
。

新
た
な
取
組
み
と
し
て
、

自
動
販
売
機
で
の
農
作
物
の

無
人
販
売
を
開
始
し
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
に
販

売
予
定
の
旬
の
野
菜
に
つ
い

て
お
話
を
聴
い
て
き
た
。

〇
二
月
、
三
月
旬
の
農
作
物

■
子
持
ち
高
菜

あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
野

菜
「
子
持
ち
高
菜
」
は
、
か

ら
し
菜
の
つ
ぼ
み
で
あ
る
。

実
際
に
自
動
販
売
で
購

入
し
、
天
ぷ
ら
で
食
べ
て

み
る
と
、
程
よ
い
歯
ご
た

え
と
、
最
後
に
ふ
わ
り
と

甘
み
が
感
じ
ら
れ
た
。

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
見
か

け
る
機
会
も
少
な
く
、
比

較
的
高
価
格
で
売
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
が
、
こ
ち
ら

の
自
動
販
売
機
で
は
お
手

頃
価
格
で
購
入
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

こ
の
他
に
も
、“
カ
リ
フ

ラ
ワ
ー
”
や
“
人
参
”
も

販
売
予
定
で
あ
る
。

無
人
販
売
と
い
う
と
、
箱

に
小
銭
を
入
れ
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
で
一
〇
〇
円
玉

が
な
い
と
買
う
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
自
動
販
売
機

な
の
で
お
釣
り
の
対
応
も

し
て
く
れ
る
。

野
菜
を
自
動
販
売
機
で

買
う
と
い
う
、
あ
ま
り
経

験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

体
験
、
地
元
の
旬
の
農
作

物
を
買
っ
て
み
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
か
。

有
田
市
図
書
館
イ
ベ
ン
ト

第
十
六
回
　
オ
レ
ン
ジ
コ
ン
サ
ー
ト

・
日
時
…
二
月
十
一
日
㈰

開
場
十
二
時　

開
演
十
二
時
三
十
分

・
場
所
…
有
田
市
民
会
館　

紀
文
ホ
ー
ル

・
入
場
…
無
料

・
主
催
…
オ
レ
ン
ジ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

・
後
援
…
有
田
市
教
育
委
員
会　

有
田
市
文
化
協
会

有
田
合
唱
協
会

・
出
演
団
体
…

～
合
唱
サ
ー
ク
ル
～

Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ａ
（
ア
デ
ィ
ー
ラ
）、
有
田
少
年
少
女
合
唱
団

「
テ
ィ
ン
ク
ル
」、
コ
ー
ラ
ス
「
芽
吹
き
」、
ブ
ロ
ッ
サ
ム
・

フ
ェ
ロ
ー
、
リ
ラ 

ク
オ
ー
レ
、LA

GRAZIA

（
ラ　

グ
ラ
ツ
ィ
ア
）、
箕
島
高
校　

合
唱
部

～
器
楽
サ
ー
ク
ル
～

ARIDA

糸
竹
会
、
大
正
琴
「
ブ
ラ
イ
ト
」、
有
田
中
央

高
校　

吹
奏
楽
部
、
文
成
中
学
校
＆
吉
備
中
学
校　

音
楽
部
（
合
唱
）

第
十
八
回
　
有
田
市
文
芸
大
会
　
表
彰
式
（
入
賞
作
品
展
示
）

・
日
時
…
二
月
十
六
日
㈮　

十
六
時
～

・
場
所
…
有
田
市
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階　

大
会
議
室

・
部
門
…
小
学
生
俳
句
の
部
、
小
学
生
短
歌
の
部
、

中
学
生
俳
句
の
部
、
中
学
生
短
歌
の
部

一
般
俳
句
の
部
、
一
般
短
歌
の
部　

以
上
六
部
門

・
入
場
…
無
料

・
主
催
…
有
田
市
教
育
委
員
会　

有
田
市
文
化
協
会

※
入
賞
作
品
を
、二
月
一
日
（
木
）
～
二
月
十
六
日
（
金
）

の
期
間
、
有
田
市
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー　

ロ
ビ
ー
で

展
示
し
て
い
ま
す
。（
水
曜
休
館
）

　

☎
八
二
│
三
二
二
一　

※
水
曜
日
休
館

市
内
イ
ベ
ン
ト
情
報

商
工
文
芸 

二
月
作
品

職
員
が
行
く

取
材
：
児
嶋

№ 40

なかたにファーム直売所
無人販売所

設 置 場 所 : 有田市宮崎町115
（パチンコ店駐車場内のコインランドリー店横）

営 業 時 間 ：7時～21時
（不定休：野菜のない時期はお休み）

独
り
で
は
歌
え
ぬ
歌
手
の
多
き
こ
と
流は
や
り行
と
い

え
ど
紅
白
狂
気	

脇
中
範
生

凍
て
空
に
星
の
き
ら
め
く
新
年
も
戦
禍
の
や
ま

ぬ
地
球
の
悲
し	

小
賀
尚
子

と
き
め
き
の
あ
り
て
こ
そ
あ
る
人
生
よ
喜
寿
の

わ
れ
ら
は
ゲ
レ
ン
デ
に
立
つ	

坂
本
康
寛

冷
え
し
る
き
早
暁
の
空
見
上
げ
れ
ば
ま
だ
冴
え

冴
え
と
冬
の
半
月	

福
澤
恵
子

臘
梅
は
あ
ま
き
香
り
を
漂
は
せ
春
の
息
す
る
元

旦
の
庭	

斧
田
康
子

祖
母
・
母
に
倣
い
し
季
節
の
お
も
て
な
し
嫁
ぎ

し
孫ま

娘ご

に
ゆ
ず
り
葉
添
え
て	

志
摩
美
智
子

く
れ
な
い
に
咲
く
山
茶
花
の
色
冴
え
て
風
の
凪

ぎ
た
る
庭
暖
か
し	

濱
地
宏
子

古
納
屋
の
使
う
人
な
き
唐
臼
が
う
す
暗
闇
に
父

母
を
顕
た
せ
る	

藤
本
ト
シ
子

夢
の
や
う
耐
久
野
球
の
進
撃
に
涙
流
す
や
濱
口

梧
陵	

兵
野　

勉

今
日
の
幸
謝
し
て
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
る
部
屋
温

か
く
夢
路
に
誘
う	

上
野
山
千
矢
子

短　

歌

 防火パレード
実 施 所 園 日　時 パレードコース

保田保育所 ３月５日㈫　9:30 ～ 10:30 保田保育所～保田児童公園周辺

古江見保育所 ３月６日㈬　9:30 ～ 10:30 古江見保育所～中央地区公民館周辺

そとはま保育所 ３月７日㈭　9:30 ～ 10:30 そとはま保育所～港小学校周辺

旬
の
農
作
物
が
買
え
る
自
動
販
売
機

な
か
た
に
フ
ァ
ー
ム
直
売
所

開催まであと
４３６日

２０２５年大阪・関西万博が
開催されます！

【開催期間】
　　　2025 年 4 月 13 日（日）
	 ～ 10 月 13 日（月）

【開催場所】大阪　夢洲
　　　　　　　©Expo 2025


